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計画の名称

項目 評価細目 評価 説明欄

【課題】

【目標】

【関連計画】
・山城地域振興計画

・事業実施に必要な技術的条件や自然的
条件など様々な側面から検討してして実
施可能な計画となっている。

・地元の事業実施への機運も醸成されて
いる。

判定

・対象事業毎に定量的な指標を設定して
おり、事後評価ができる適切な指標と
なっている。

整備計画の
効果・効率性

適正

整備計画の
実現可能性

・整備計画の内容は事業実施可能性
が十分検討されているか。

適

適

・整備計画の目標と定量的指標は適
切に設定されているか。
・事後評価ができる適切な指標と
なっているか。

【定量的指標】
・農道整備により、２集落（神童子
集落・椿井集落）の通作の利便性を
向上させる。
・地域の実情に応じた基盤整備によ
り、４地区、549.8haの農業用水不足
と１地区、78.6haの排水不良の解決
を図る。
・２地区で、区画整理、農用地の造
成等の実施計画を策定する。

農山漁村地域整備計画事前評価調書

・地域の課題に適切に対応する目標
となっているか
・関連する計画との整合性が図られ
ているか。

【対象事業】
・農道整備事業
・農業基盤整備促進事業
・農業農村整備実施計画策定事業

目標の妥当性

山城地域やすらぎ交流圏整備計画

適

・過疎化・高齢化が課題
・農村生活基盤の向上を図る農道整備

農道整備による通作や農産物の流通合理
化と併せて、水利施設の整備や農地の区
画整理を進め、農業生産性の向上を図る
ことを目標とする。


